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諸
報
告

【
令
和
４
年
度
士
幌
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
】

【
株
式
会
社
ベ
リ
オ
ー
レ
の
経

営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
】

【
株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
の

経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
】

農
業
委
員
の
任
命

　
７
月
20
日
か
ら
新
た
に
士
幌

町
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
農
業
委
員
会
委
員
】

　
▽
山
内　
徳
彦　
氏

　
▽
後
藤　
範
雄　
氏

　
▽
河
田　
浩
美　
氏

　
▽
森
本　
耕
二　
氏

　
▽
香
川　
国
彦　
氏

　
▽
小
野
寺　
保　
氏

　
▽
上
山　
　
靖　
氏

　
▽
中
山　
謙
次　
氏

　
▽
鎌
田　
尚
吾　
氏

　
▽
岡
部　
真
吾　
氏

　
▽
伊
賀　
勝
彦　
氏

　
▽
高
橋　
　
竜　
氏

　
▽
今
井　
　
均　
氏

　
▽
菊
地　
和
浩　
氏

辺
地
計
画
の
変
更

【
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
】

辺

地

地

域

▼�

新
田
・
西
上
・
中
音
更
辺
地

▼�

上
居
辺
・
佐
倉
・
下
居
辺
辺

地
　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
第

３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

【
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
分
類
変
更
に
伴
い
、
感
染

者
等
と
接
す
る
業
務
に
あ
た
る

職
員
の
手
当
を
廃
止
す
る
た
め

改
正
し
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一

般

会

計

▼�

支
障
木
伐
採
委
託
料

�

１
０
１
万
円

▼�

町
有
施
設
解
体
工
事

�

１
，
７
４
１
万
円

▼�

重
点
執
行
事
務
費
補
助
委
託

料�

８
８
０
万
円

▼�

再
エ
ネ
促
進
地
区
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
支
援
業
務
委
託
料

�

１
，
７
２
８
万
円

▼�

蓄
電
池
導
入
補
助
金

�

３
０
０
万
円

▼�

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設

備
等
導
入
補
助
金

�

４
，
９
８
６
万
円

▼�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
委

託
料�

79
万
円

▼�

高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業
助

成
金�

１
１
２
万
円

▼�

低
所
得
者
生
活
支
援
事
業
委

託
料�

３
１
４
万
円

▼�

社
会
福
祉
施
設
等
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
騰
対
策
支
援
金

�

１
４
６
万
円

▼�

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金

�

２
，
４
０
０
万
円

▼�

子
育
て
世
帯
支
援
商
品
券
事

業
委
託
料�

８
１
４
万
円

▼�

学
生
等
生
活
支
援
給
付
金

�

１
６
０
万
円

▼�

商
品
券
発
行
事
業
助
成
金

�

１
，
１
０
０
万
円

▼�

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策

支
援
金�

１
，
０
０
０
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

▼�

ま
る
元
運
動
教
室
交
通
支
援

業
務
委
託
料�

45
万
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
公
営
住
宅
中
士
幌
新
南
団
地

新
築
工
事
（
建
築
主
体
）】

○
契
約
の
相
手
方

　
北
斗
産
業
株
式
会
社

○
契
約
金
額

�

７
，
１
１
７
万
円

○
工
期

　

�

契
約
の
日
か
ら
令
和
５
年
11

月
30
日

○
契
約
方
法

　
指
名
競
争
入
札

物
品
購
入
契
約
の
締
結

【
超
音
波
画
像
診
断
装
置
購
入
】

○
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
常
光
帯
広
営
業
所

○
契
約
金
額

�

１
，
１
８
８
万
円

○
納
入
期
限

　
令
和
５
年
９
月
29
日

○
契
約
方
法

　
指
名
競
争
入
札

意
見
書
審
査
報
告

　
各
常
任
委
員
会
に
３
件
の
意

見
書
（
案
）
が
審
査
依
頼
さ
れ
、

本
会
議
に
提
案
し
、
原
案
の
と

お
り
決
定
さ
れ
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

①�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
意
見
書

②�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

堅
持
・
負
担
率
１
／
２
へ
の

復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」

な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充

と
就
学
保
障
の
実
現
に
向
け

た
意
見
書

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

　

２
０
２
３
年
度
北
海
道
最
低

賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

議案番号 件　　　　　　　　名 結果 賛・反

監報告第１号 例月出納検査報告 了承

報告第１号 令和４年度士幌町一般会計繰越明許費繰越計算書について 了承

報告第２号 株式会社ベリオーレの経営状況の報告について 了承

報告第３号 株式会社CheerS の経営状況の報告について 了承

議案第１号 農業委員会委員の任命について 同意 全員賛成

議案第２号 辺地総合整備計画の変更について 可決 全員賛成

議案第３号 辺地総合整備計画の変更について 可決 全員賛成

議案第４号 特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例案 可決 全員賛成

議案第５号 令和５年度士幌町一般会計補正予算（第３号） 可決 全員賛成

議案第６号 令和５年度士幌町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 全員賛成

追加議案第７号 工事請負契約の締結について 可決 全員賛成

追加議案第８号 物品購入契約の締結について 可決 全員賛成

会議案第４号 議員派遣の件 可決 全員賛成

意見書案第２号 地方財政の充実・強化に関する意見書 可決 全員賛成

意見書案第３号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/２への復元、「30人以下
学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書 可決 全員賛成

意見書案第４号 2023年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 可決 全員賛成

６月定例会に審議された結果は以下のとおりです

令和５年�第２回定例会

令和５年第２回定例会は、６月２日から７日までの会期で開会。
２日は行政報告、教育行政報告、監報告、諸報告３件と議案４件の審議を行いました。（６月３日～
５日は議案調査のため休会）
６日は、２人の議員が一般質問に登壇。令和５年度各会計補正予算２件、追加議案２件、意見書案
３件の審議を行い、採決の結果、すべて原案のとおり可決しました。
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質　
問

　
近
年
、
各
市
町
村
に
お
い
て

も
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
士
幌
町
に

お
い
て
も
10
人
以
上
の
不
登
校

児
童
生
徒
が
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
不
登
校
に
な

る
原
因
が
特
定
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
に
対
す
る
支
援
は
不
可
欠

と
考
え
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
へ

の
支
援
や
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
本
町
の
不
登
校
の
状
況
は
、

今
年
４
月
で
小
学
校
５
名
、
中

質　
問

　
士
幌
町
で
は
、
高
齢
者
等
の

移
動
手
段
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
提
供
し
、
運
転
免
許
証
返

還
ま
た
は
失
効
し
た
場
合
に
も

助
成
し
て
い
ま
す
。
利
用
状
況

や
事
業
費
用
に
つ
い
て
、
ま
た

今
後
増
便
や
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付

増
な
ど
改
善
す
る
考
え
が
あ
る

か
、
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
令
和
４
年
度
は
運
行
日
数
２

４
３
日
、
１
日
平
均
29
・
１
人
、

延
べ
乗
車
数
７
，
０
６
３
人
、

事
業
費
用
６
７
５
万
８
，
０
０

０
円
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
前
を
上

回
る
利
用
状
況
で
す
。

質　
問

　
小
中
学
校
の
登
下
校
の
時
間

帯
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
警
報
が
出

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
登
校
時
は
、
各
家
庭
で
自
宅

待
機
の
判
断
を
し
、
下
校
時
は

校
舎
内
に
待
機
さ
せ
る
よ
う
各

学
校
の
教
職
員
な
ら
び
に
保
護

者
に
も
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
も

運
行
受
託
者
か
ら
乗
務
員
へ
の

周
知
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
学
校
・
保
護
者
・
総

務
課
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
８
名
で
、
不
登
校
の
要
因

は
様
々
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

は
、
中
学
校
に
お
い
て
、
昨
年

度
よ
り
学
校
生
活
復
帰
を
支
援

す
る
た
め
の
相
談
や
活
動
、
学

習
の
手
助
け
を
行
う
教
室
と
し

て
ス
テ
ッ
プ
ル
ー
ム
を
開
設
し
、

そ
の
効
果
に
よ
り
中
学
校
の
不

登
校
生
徒
は
減
少
傾
向
で
あ
り

ま
す
。
学
校
と
教
育
委
員
会
が

情
報
共
有
し
支
援
の
進
捗
状
況

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を

し
、
不
登
校
対
策
専
門
員
を
今

年
度
よ
り
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
専
門
員
は
、
小
中
学
校
を
巡

回
し
な
が
ら
組
織
的
支
援
体
制

の
構
築
と
情
報
の
共
有
を
行
い

児
童
生
徒
、
保
護
者
に
寄
り
添

い
予
兆
へ
の
対
応
を
含
め
た
初

期
段
階
で
の
支
援
の
充
実
も
図

り
、
教
育
委
員
会
と
各
学
校
が

連
携
し
な
が
ら
組
織
的
、
計
画

的
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業
は
運
転

免
許
証
を
持
た
な
い
高
齢
者
等

に
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付

す
る
事
業
で
、
運
転
免
許
証
の

返
還
者
も
対
象
に
な
っ
て
お
り
、

交
通
安
全
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

質　
問

　
土
曜
、日
曜
、祭
日
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な

い
た
め
、
高
齢
者
が
催
事
や
文

化
活
動
等
の
機
会
を
断
念
す
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。
農
村
部
で

ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
は
土
日
問
わ

ず
活
用
で
き
ま
す
。
市
街
地
区

と
農
村
部
の
高
齢
者
に
不
公
平

感
が
生
じ
対
応
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
臨
時
運
行

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
か
ら
の
要
望
事
項
に

質　
問

　
市
街
地
の
場
合
、
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
こ
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
を
増
や

し
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

ご
検
討
願
い
ま
す
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
地
域
住
民
皆
様
の
協
力
が
非

常
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
趣
旨

は
違
い
ま
す
が
、
子
ど
も
１
１

０
番
設
置
自
体
は
防
犯
対
策
の

町
民
課
が
担
当
で
す
が
、
関
係

機
関
と
も
今
後
協
議
し
て
改
め

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質　
問

　
士
幌
町
に
は
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
は
対
象
の
児
童
生

徒
が
必
要
と
す
る
居
場
所
機
能
、

学
習
機
能
、
進
路
支
援
機
能
な

ど
を
担
う
自
立
支
援
の
機
関
で

あ
り
通
級
す
れ
ば
学
校
へ
出
席

し
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
士

幌
町
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
を
し
て
は
。

土
屋
教
育
長
答
弁

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
専
門
員
を
設
置

し
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
設
置
方
法
や
設
置

に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
し
ま

す
。

応
え
る
に
は
、
事
業
者
が
対
応

可
能
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
電
話
で
事
前
予
約
し
、
高

齢
者
の
移
動
支
援
ニ
ー
ズ
と
事

業
者
側
の
人
材
不
足
の
両
面
に

応
え
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

質　
問

　
免
許
返
納
時
の
ハ
イ
ヤ
ー
チ

ケ
ッ
ト
は
初
回
１
回
の
み
６
往

復
分
の
支
援
が
あ
り
ま
す
が
、

返
納
者
に
対
し
て
毎
年
継
続
的

に
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
支
援

を
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
伺

い
ま
す
。

髙
木
町
長
答
弁

　
令
和
４
年
度
か
ら
免
許
返
還

者
に
対
し
て
初
回
に
限
り
６
往

復
分
を
農
村
部
で
あ
れ
ば
加
算

を
し
て
、
市
街
地
の
方
は
１
年

限
り
で
交
付
。
免
許
返
納
を
よ

り
進
め
る
意
味
合
い
も
含
め
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
不
足
部
分

で
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
を
促
進
し

て
い
く
意
味
合
い
が
あ
り
今
後

は
、
他
交
通
体
系
と
の
組
合
せ

の
中
で
方
策
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

高
齢
者
移
動
手
段
対
策
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を

不
登
校
対
策
専
門
員
の
配
置
な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

設
置
を
検
討

運
転
手
不
足
と
交
通
形
態
を
検
討

各
課
と
の
連
携
を
強
化

一般質問に
　2名が登壇

町民の声を町政に・
町政の

ここが聞きたい

山
やまなか

中�明
あきひろ

裕　議員� 質問1 ��士幌町における不登校児童・生徒の状況とその子ど
もたちや保護者への支援・対応について

　　�　　　　　� 質問2 ��小中学生の登下校時に「Ｊアラート」の警報が出た
場合の対応について

伊
い と う

藤�健
けんぞう

蔵　議員� 高齢者等移動交通支援について

６月定例会では２人の議員が一般質問に登壇し、町長および教育長の考えを問いました。
内容を要約してお知らせします。全文については議会ホームページに掲載しています。

士幌町中央中学校

【山
やまなか

中　明
あきひろ

裕 議員】【伊
い と う

藤　健
けんぞう

蔵  議員】

【山
やまなか

中　明
あきひろ

裕 議員】

一般質問 一般質問
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議員活動報告

新任議員研修会に参加 町村議会議員研修会に参加

７/25

７/４

道
内
先
進
地
へ
行
政
視
察

◇
視
察
期
日
お
よ
び
場
所　
８
月
７
日
（
安
平
町
）
８
日
（
北
広
島
市
）

追 跡 レ ポ ー ト

あれから… こうなりました

令和４年12月に
『防災ガイドブック改訂版』

が発行されました。

その後どうなったの !?
　   あの一般質問を検証！

追跡

答�

弁
質�

問
髙木　康弘　町長

本町としても本制度を活用したいと考え、
自衛隊の担当窓口と連携し、現在、人材の
募集を行っています。今後の防災への取り
組みについては自主防災組織への活動助成、
防災ガイドブックの更新、地域防災計画の
見直しについても検討を進めています。

令和４年６月定例会　
大野　明　前議員

『今後の防災への取り組みは』
防災に対する取り組み強化のため、国の地域
防災マネージャー制度を活用し、防災担当職
員を確保している市町村がありますが、今後
の士幌町の防災の取り組みについて伺います。

　７月25日、北海道町村議会議長会主催の町村議会新
任議員を対象とした研修会が釧路市で開催され、道東
方面から80名の新任議員、また本町からも３名の新任
議員が参加しました。
　元全国都道府県議会議長会事務局次長の鵜沼信二氏
が講師となり、「地方議会（議員）の制度と運営に関
する基礎的事項について」と題し、議会と議員の基本
使命などについて講演しました。参加した議員は熱心
に講演に耳を傾け、今後の議員活動に向けて研鑽を深
めました。

　７月４日、北海道町村議会議員研修会が札幌コンベ
ンションセンターで開催され、全道各地から多くの議
員が集い、本町からも参加し、議員活動の糧とすべく
見識を深めました。

◇ウクライナ危機後の世界と日本
　講師　五百旗頭　真　氏
　（ひょうご震災記念21世紀研究機構　理事長）
◇日本政治の舞台裏
　講師　田﨑　史郎　氏（政治ジャーナリスト）

『自主防災組織活動への助成』
　運営に係る経費、防災訓練、防災資機材の購入等に要した経費を助成

【助成金額】

【地域防災マネージャーとは？】
　内閣府が実施する「地域防災マネージャー制度」によって内閣府が認める、防災に関する知識や経験を有
する人材のことをいいます。

所属：総務課
出身：秋田県
主な経歴：�陸上自衛隊・第６特科連隊第１大隊長（福島県）
　　　　　　　　　　・第５旅団司令部第３部体制移行室長（帯広市）
災害派遣：平成23年３月�東日本大震災
　　　　　平成30年９月�北海道胆振東部地震�など

【地域防災マネージャーはどんな仕事をするの？】
　防災・危機管理における専門的な知識や経験を活用して
災害発生時に「自助・共助・公助」の考えが有効に発揮さ
れるよう日頃から地域のみなさんに接し、防災力の向上の
お手伝いをします。
　今後起こりうる災害に対する備えや災害発生時の状況判断、
自衛隊をはじめとする広域応援部隊との連絡・調整など、
町の防災体制の更なる充実を図ります。

※�自主防災組織地区
内の世帯数に応じ
て、交付されます。

世帯数 上限金額
30世帯未満 30,000円
30世帯～100世帯未満 50,000円
100世帯以上 70,000円

地域防災マネージャーが着任！

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

�

嵯さ

が峨　
勉つ
と
む�

さ
ん

　
今
回
の
行
政
視
察
は
、
子
ど
も
教

育
と
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
各

機
関
の
取
り
組
み
を
視
察
し
、
見
聞

を
広
め
ま
し
た
。

▼
安
平
町
で
は
「
子
ど
も
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
る
子
育
て
・

教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
平
町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
に
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど

も
達
の
声
が
地
域
に
響
き
、
若
者
・

子
育
て
世
代
で
賑
わ
う
ま
ち
」
を
め

ざ
し
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
か
ら
学
ぶ

力
を
育
む
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

が
国
連
で
採
択
さ
れ
、
日
本
で
も
批

准
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
４
つ
の
原

則
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
意
見
を
表

明
し
参
加
で
き
る
権
利
」
を
最
重
要

テ
ー
マ
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が

ユ
ニ
セ
フ
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

C
F
C
I
（
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
）
実
践
自
治
体
と
し
て
全

国
５
自
治
体
と
共
に
承
認
を
受
け
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

▼
北
広
島
市
の
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
は
新
ス

タ
ジ
ア
ム
誕
生
と
同
時
に
、
周
辺
エ

リ
ア
の
都
市
開
発
も
行
う
な
ど
、
球

場
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
共
同
創
造
空
間
に
設

置
し
た
民
間
の
キ
ッ
ズ
ラ
ボ
認
定
こ

ど
も
園
と
ク
ボ
タ
の
農
業
学
習
施
設

「
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
ト
」
を
視
察
し
ま

し
た
。
同
園
は
「
生
き
る
力
を
は
ぐ

く
む
」
質
の
高
い
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
に
病
児
保
育
室
も
併
設
し

て
い
ま
す
。
同
園
は
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

施
設
が
散
歩
コ
ー
ス
で
、
ク
ボ
タ
の

施
設
で
は
園
児
た
ち
が
イ
チ
ゴ
・
ト

マ
ト
の
収
穫
体
験
を
す
る
な
ど
相
互

に
連
携
し
有
効
活
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

安平町教育委員会
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し
ほ
ろ
議
会
だ
よ
り
No.189
■
令
和
５
年
８
月
31
日
発
行
■
士
幌
町
議
会

　
衣
０
８
０

－

１
２
９
２

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
河
東
郡
士
幌
町
字
士
幌
２
２
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　
電
話
０
１
５
６
４（
５
）５
２
１
８

■
広
報
特
別
委
員
会　
委
員
長　
伊
藤
健
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
牧
野
圭
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
中
村　
貢　
山
中
明
裕　
西
山
伸
宏

かけ橋

　「
祭
り
の
和
は
、
人
の
和
」

し
ほ
ろ
７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
長�

太お

お

た田　
圭け

い
す
け亮

　
さ
ん

　
昨
年
度
か
ら
、
前
任
の
成
田

哲
也
実
行
委
員
長
の
推
薦
を
い

た
だ
き
、
実
行
委
員
長
を
引
き

継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
推
薦
の
際
に
は
、

若
い
力
と
新
し
い
発
想
を
見
て

み
た
い
と
、
次
の
時
代
を
築
い

て
ゆ
く
私
達
に
熱
い
期
待
を
込

め
た
想
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
期
待

に
応
え
た
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
！
と
強
く
思
い
、
実

行
委
員
長
と
し
て
立
つ
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
お
祭
り
を
開
催
す

る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
委
員
会
で
計

画
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
規
制
の
中
で
も
大
勢
が

楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。
そ
ん
な
最

中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
７
波
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
初
め
て
の
実
行
委
員
長

と
し
て
の
決
断
、
開
催
で
き
な

か
っ
た
事
の
悔
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
で
す
が
今
回
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
や
っ
と
の
思
い

で
開
催
が
実
現
す
る
と
思
う
と

私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
た
ま
り
ま

せ
ん
。

　
お
祭
り
と
い
う
の
は
主
催
す

る
側
も
、
参
加
す
る
側
も
、
見

に
来
る
側
も
、
全
員
が
ワ
ク
ワ

ク
す
る
も
の
で
す
よ
ね
、
私
は

強
く
そ
う
思
い
ま
す
。
私
が
そ

う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は「
よ

さ
こ
い
」
に
出
会
っ
て
か
ら
で

す
。

　
私
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
と
全
て
士
幌
町
に
あ

る
学
校
に
通
っ
て
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
江
別
市
に
あ
る

大
学
に
入
学
し
、
私
の
人
生
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
「
よ
さ

こ
い
」
に
出
会
い
ま
す
。
よ
さ

こ
い
を
通
し
て
、
２
年
間
で
道

内
や
国
内
の
様
々
な
地
域
に
出

向
き
ま
し
た
。
ざ
っ
く
り
と
で

す
が
、
50
か
所
ほ
ど
の
お
祭
り

に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

色
々
な
お
祭
り
に
参
加
し
、
沢

山
の
人
た
ち
と
交
流
し
て
い
っ

た
中
で
、
あ
る
人
が
言
っ
た
言

葉
が
今
で
も
頭
に
焼
き
付
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
タ
イ
ト
ル

に
も
あ
り
ま
す
通
り
、「
祭
り

の
和
は
、
人
の
和
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
私
の
解
釈
で
す
が
、

お
祭
り
と
い
う
日
本
の
和
の
伝

統
を
通
し
て
、
人
と
人
の
仲
や
、

つ
な
が
り
を
強
く
す
る
。
排
除

で
は
な
く
、
共
に
作
り
上
げ
て

い
こ
う
。
と
い
う
想
い
が
込
め

ら
れ
た
言
葉
な
の
か
な
と
解
釈

し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
言
葉

を
胸
に
、
い
つ
か
私
以
外
の
誰

か
に
も
感
じ
る
よ
う
に
伝
わ
る

よ
う
に
、
お
祭
り
作
り
を
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
私
は
士
幌
町
に
帰
っ

て
き
て
か
ら
は
、
踊
り
子
と
し

て
よ
さ
こ
い
に
は
関
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
た

び
、
士
幌
町
で
新
た
に
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
を
結
成
い
た
し
ま
し

た
。
十
勝
晴
（
と
か
ち
ば
れ
）

と
い
う
名
前
で
現
在
16
人
が
所

属
し
て
お
り
、
７
０
０
０
人
の

ま
つ
り

の
為
に

練
習
を

し
て
い

ま
す
。

チ
ー
ム

名
の
由

来
と
し

て
は
、

私
た
ち

の
踊
り
と
元
気
で
、十
勝
の
方
々

に
快
晴
の
笑
顔
と
元
気
を
届
け

た
い
。
私
た
ち
の
住
む
士
幌
町

を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
と

い
っ
た
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

い
つ
で
も
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で

す
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
宣
伝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
笑
）

　
最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
途

中
で
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
、「
祭
り
の
和
は
、人
の
和
」

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
「
か
け

橋
」
と
い
う
欄
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
議
会
や
町
が
つ
な
が
る

「
和
」
に
な
り
、
私
も
そ
ん
な

中
の
一
人
に
な
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よさこいチーム
十勝晴（とかちばれ）の練習風景


